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バリアフリー整備例 

公共交通（鉄道）のバリアフリー化 

参考資料１ 
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バリアフリー整備例 

公共交通（バス）のバリアフリー化 

ノンステップバスの導入 

（イメージ） 
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バス停留所への正着※や 
ニーリング※の実施 

※ 正着 高齢者や障害者等がバスに円滑に乗降できるように、バスが停留所との隙間を空けずに停車すること。 
※ ニーリング バスのエアサスペンションの空気を抜いて車体を傾け、乗降しやすくする機能。 
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バリアフリー整備例 

道路のバリアフリー化 
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バリアフリー整備例 

道路のバリアフリー化 

■整備イメージ図 

他区事例：茗渓通り（ＪＲ御茶ノ水駅前） 

災害に強く、安全で 

快適な通りにする 

ため、電線類の地 

中化と道路整備を 

行っています。 
 

道路整備では、道路全体を開放的な
空間とするため、車道と歩道の段差
をほぼ平坦にするなどバリアフリーに
も配慮した整備を進めます。 

（平成27年6月下旬完成予定） 
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バリアフリー整備例 

道路のバリアフリー化 

■整備前 ■整備後 

視覚障害者誘導用ブロックの連続設置 

有効幅員2m以上の確保 

セミフラット歩道 

バリアフリー対応舗装 

他市事例 
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バリアフリー整備例 

信号機等のバリアフリー化 

音響式信号機等の導入 エスコートゾーン※の設置 

（イメージ） 

（イメージ） 

※ エスコートゾーン 視覚障害者横断帯。横断歩道の中央部を視覚障害者が認知できる突起を設け
横断歩道内をまっすぐ進めるようにするもの。 
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バリアフリー整備例 

建築物のバリアフリー化 

（イメージ） 

道路と建物の連続性配慮 

＜トイレ＞ 

・車いすで利用しやすい空間の確保 

・分かりやすく押しやすいボタンの設置 

＜エレベーター＞ 

・押しやすいボタンの設置 

・足下まで確認できる鏡の設置 

利用者に配慮した駐車場の設置 

段差の解消 

有効幅員の確保 

 ※国土交通省パンフレットなどをもとに作成 


